
KMJ環境活動の取り組み（6つのエコアクション）

制定：2016年10月1日
環境管理委員会

１．オフィス内 省エネ・節電を推進する

◆ エアコン設定温度の調節（室温/夏28℃ 室温/冬20℃）

・ クールビズ・ウォームビズにより、室温に適応する工夫をする

◆ ＯA機器の省エネ設定

・ ＯA機器等の省エネモードや不要時電源OFFを実施する

・ 長時間離席する場合は、パソコンの電源をOFFにする

◆ 居室内の不要照明の消灯

・ 昼休み、退社時、不在時は消灯する

２．エレベーターの効率運用に努める

◆ 2アップ／3ダウン活動（2階上、3階下までは、階段を使う）

３．節約に努める

◆ トイレ、洗面等の節水

４．ゴミの排出量削減及び再資源化に努める

◆ ゴミ排出量の削減

・ 過剰包装は断る

・両面や２in１印刷の推進、会議などはペーパーレスを推進する。

◆ 資源の有効活用のため分別し、再資源化

・ 地域のルールに従い、分別廃棄する

※ 但し、紙の機密情報は、シュレッダーなどで判読不能状態にする

５．購入時は環境に配慮されたものを選択する

◆ エコ製品を積極的に選び購入する

１．エコオフィスの５アクション

1. ふんわりアクセル「eスタート」

2. 車間距離にゆとりをもって、加速・減速の少ない運転

3. 減速時は早めにアクセルを離そう

4. エアコンの使用は適切に

5. ムダなアイドリングはやめよう

6. 渋滞を避け、余裕をもって出発しよう

7. タイヤの空気圧から始める点検・整備

8. 不要な荷物はおろそう

9. 走行の妨げとなる駐車はやめよう

10. 自分の燃費を把握しよう

３．エコドライブの１０アクション

私たち、コニカミノルタジャパン株式会社は、環境保全活動の取り組みとして、
以下の項目を重点施策として実施します。

１．環境に配慮したソリューションを提供する

２．取引先より回収したＫＭ製品は、分別してリサイクルを促進する

３．販売行為のないKM製品の回収は、広域認定制度回収システムを活用する

◆ 業務等に使用する化学物質（溶剤など）は、適切に管理する

・ 業務に使用する溶剤は、商品・部品設定してあるもの以外は禁止する

・ 新たな化学物質（溶剤・部材）を使用する場合は判定評価を申請する

・ SDS（安全データシート）は、使用者が常に確認できる状態にする

４．適正な化学物質管理

◆ 環境保全活動を実施し、地域社会に貢献する

５．地域貢献活動

◆ KMグループ 環境への取り組みを積極的にアピールする

・ CSRレポートを配布またはＨＰをご案内する （毎年発行）

・ 「環境への取り組み」を積極的にアピールする（KMホームページ）

６．情報の開示
２．環境に配慮した商品の提供／適正な機器回収・処理


